「郡山市観光戦略ビジョン（案）」にお寄せいただいた御意見等と郡山市の考え方
	受付番号
	御意見
	郡山市の考え方

	１
	【郡山市に次世代型道の駅をつくる】

場所：磐梯熱海周辺。

特徴：福島県の中心地となる郡山に、観光のゲートウェイ＆ハブ的な意味合いの福島県全体の総合観光案内所（次世代型泊まれる道の駅）。特産品・日本酒など多種を販売。旅行代理店にも協力してもらい道の駅発着の県内バスツアーを商品化してもらう。観光バス、観光タクシー、レンタカー、ライドシェアの窓口を置く。

将来を見据えヘリポートや空飛ぶタクシー停車地も設ける

理由：磐梯熱海は近くに駅もあるので、車を持たない若い世代や運転免許返礼した高齢者も訪れやすい。郡山駅からシャトルバス高速バスも運行しやすい。宿泊できる道の駅にすれば、県内の良さをじっくり味わってもらえるし、目的地にしてもらえる。

普通の道の駅では運転者はお酒の試飲はできない。宿泊なら試飲してもらえ、福島県の美味しいお酒を知ってもらえそう。

郡山市に拠点＆中継地になる「こおりやま道の駅」があれば、福島県内や東北南部への旅行も便利になりそう。

関東圏の方が福島に旅行に来る際、県内は広いので車で来福する方も多いと思いますが、その工程を新幹線に変えてもらえば環境負荷を減らせ、時間に余裕ができると思います。

「るるぶ福島」フリーペーパーを見つけ手に取りました。

郡山市の観光案内がほんの少しかなく寂しく感じました。

意見というよりこうなったら良いなという希望です。

いろいろ大変とお察しします。頑張ってください。

以上です。
	本市では、磐梯熱海周辺におきまして、休憩、案内、交流、連携の４つの機能を有する「まちの駅」の認定を受けた「磐梯熱海観光物産館」を設置しており、年間24万人を超える方が訪れるなど、多くの方に御利用いただいております。
次世代型道の駅の設置に関する御意見につきましては、関係部署等と共有し、今後の業務への参考とさせていただきます。


